
73 (73) 

仝
而

l
-

＝
日

I

は
じ
め
に

II

基
本
認
識

m
「
新
し
い
形
態
の
迫
害
」
に
つ
い
て

1

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
性
的
指
向

(
1
)
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
有
の
形
態
の
迫
害

(
2
)
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
た
理
由
に
よ
る
迫
害

(
3
)
性
的
少
数
者
へ
の
迫
害

2

子
ど
も
の
被
る
迫
害

(
l
)
難
民
申
請
者
と
し
て
の
子
ど
も

(
2
)
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
本
質
的
重
要
性

3

良
心
的
兵
役
拒
否

目
次

|
「
難
民
認
定
制
度
の
運
用
の
見
直
し
」
に
寄
せ
て

難
民
認
定
の
現
代
的
位
相

説

阿

部

告

己

、
1
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(l
)
良
心
的
兵
役
拒
否
の
権
利

(2
)
部
分
的
／
選
択
的
拒
否
者
の
取
扱
い

4

武
力
紛
争
か
ら
の
避
難

(1
)
難
民
条
約
に
お
け
る
「
戦
争
難
民
」
の
位
置
づ
け

(
2
)
迫
害
の
指
標

IV

「
明
ら
か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」

l
E
X
C
o
m
の
結
論

2
U
N
H
C
R
の
見
解

判
断
の
基
準

3
 

に
つ
い
て
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―1
0
一
五
年
九
月
、
法
務
省
入
国
管
理
局
は
、
「
近
年
の
難
民
認
定
制
度
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
動
向
の
変
化
を
踏
ま
え
、
真
の
難
民
の

迅
速
か
つ
確
実
な
庇
護
を
推
進
す
る
た
め
」
、
難
民
認
定
制
度
の
運
用
を
多
角
的
に
見
直
す
旨
を
発
表
し
た
。
見
直
し
に
至
る
経
緯
は
、
報

道
発
表
資
料
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

難
民
認
定
申
請
者
の
急
増
、
濫
用
的
申
請
の
存
在
等
の
国
内
動
向
の
変
化
及
び
中
東

・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
紛
争
、

国
際
社

会
に
お
け
る
難
民
保
護
の
取
組
等
の
国
際
動
向
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
法
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
で
あ
る

「第
六
次
出

入
国
管
理
政
策
懇
談
会
」
及
び
そ
の
下
に
設
置
さ
れ
た

「難
民
認
定
制
度
に
関
す
る
専
門
部
会
」
に
お
い
て
、
難
民
認
定
制
度
・
運

用
の
見
直
し
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、
昨
年
―
二
月
、
法
務
大
臣
へ
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
の
提
言
を
踏
ま
え
、
真
の
難
民
の
迅
速
か
つ
確
実
な
庇
護
を
推
進
す
る
た
め
、
法
務
省
に
お
い
て
、
難
民
認
定
制
度

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
「
難
民
認
定
制
度
の
運
用
の
見
直
し
の
概
要
＼
貞
の
難
民
を
迅
速
か
つ
確
実
に
庇
護
す
る
た
め
に
1
」
で
は
、

「
保
護
対
象
、
認
定
判
断
及
び
手
続
の
明
確
化
」
と

「難
民
認
定
行
政
に
係
る
体
制

・
基
盤
の
強
化
」
が

「真
の
難
民
の
迅
速
か
つ
確
実
な

庇
護
の
推
進
」
に
必
要
な
二
つ
の
柱
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
さ
ら
に

「保
護
対
象
の
明
確
化
に
よ
る
的
確
な
保

護
」
と
「
認
定
判
断
及
び
手
続
の
明
確
化
に
よ
る
透
明
性
の
向
上
」
と
い
う
二
つ
の
項
目
に
枝
分
か
れ
て
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
い
ず

れ
に
も
難
民
審
査
参
与
員
の
提
言
を
求
め
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

の
運
用
を
多
角
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

I

は
じ
め
に
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II

基
本
認
識

要
な
修
正
を
加
え
た
う
え
で
再
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
保
護
対
象
の
明
確
化
に
よ
る
的
確
な
保
護
」
の
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
い
わ
ゆ
る
『
新
し
い
形
態
の

迫
害
』
の
申
立
て
等
に
つ
い
て
、
難
民
条
約
の
適
用
を
受
け
る
難
民
へ
の
該
当
性
を
的
確
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
保
護
を
図
っ
て
い
く

べ
く
、
難
民
認
定
の
判
断
要
素
に
関
し
て
、
法
律
や
国
際
情
勢
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
難
民
審
査
参
与
員
が
法
務
大
臣
に
提
言
を

し
、
法
務
大
臣
が
そ
の
後
の
難
民
審
査
の
判
断
に
用
い
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
」

ま
た
、
「
認
定
判
断
及
び
手
続
の
明
確
化
に
よ
る
透
明
性
の
向
上
」
の
項
目
も
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
明
ら
か
に

『難
民
認
定
」
又
は

『
難
民
不
認
定
」
と
す
べ
き
事
案
に
係
る
判
断
要
素
（
迫
害
主
体
や
迫
害
要
因
な
ど
）
に
関
し
て
、
難
民
審
査
参
与
員
が
法
務
大
臣
に
提
言

し
、
法
務
大
臣
が
そ
の
後
の
難
民
審
査
の
判
断
に
用
い
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
」
（
横
線
は
、
い
ず
れ
も
原
文
の
ま

二
0
一
五
年
九
月
―

一
日
に
開
催
さ
れ
た
難
民
審
査
参
与
員
協
議
会
に
お
い
て
、
法
務
省
入
国
管
理
局
審
判
課
長
か
ら
右
記
難
民
認
定

(3
)
 

制
度
運
用
の
見
直
し
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
も
、

「保
護
対
象
、
認
定
判
断
及
び
手
続
の
明
確
化
に
関
わ

っ

て
、
新
し
い
形
態
の
迫
害
、
明
ら
か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
に
つ
い
て
、
難
民
審
査
参
与
員
の
皆
様
が
法
務
大

臣
に
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
」
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

本
稿
は
、
以
上
の
経
緯
に
も
と
づ
き
、

「新
し
い
形
態
の
迫
害
」
お
よ
び
「
明
ら
か
に
『
難
民
認
定
」
又
は
『
難
民
不
認
定
』
と
す
べ
き

事
案
に
係
る
判
断
要
素
」
に
つ
い
て
、
有
馬
み
き
氏
と
連
名
で
二

0
一
六
年
二
月
に
法
務
省
入
国
管
理
局
に
提
出
し
た
「
提
言
」
を
、
必

ま
。
）
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出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
、
入
管
法
）
第
二
条
三
の
二
の
定
め
る

「難
民
」
と
は
、

す
る
条
約
」
（
以
下
、
難
民
条
約
）
第
一
条
の
規
定
ま
た
は
一
九
六
七
年
の
「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
議
定
書
」
（
以
下
、
議
定
書
）
第
一

条
の
規
定
に
よ
り
難
民
条
約
の
適
用
を
受
け
る
難
民
を
い
う
。
入
管
法
上
の
難
民
と
は
難
民
条
約
・
議
定
書
上
の
難
民
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
入
国
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
難
民
認
定
制
度
が

「難
民
条
約
及
び
議
定
書
の
諸
規
定
を
国
内
で
実
施
す
る
た
め
」
に
設
置

(
4
)
 

さ
れ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
難
民
認
定
制
度
が
難
民
条
約
・
議
定
書
を
国
内
的
に
実
施
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
以

上
、
当
然
な
が
ら
、
難
民
認
定
制
度
運
用
の
見
直
し
も
、

日
本
が
国
家
と
し
て
そ
の
保
護
を
国
際
的
に
約
束
し
た
難
民
条
約
・
議
定
書
上

難
民
条
約
は
、
前
文
に
お
い
て
「
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
が
難
民
の
保
護
に
つ
い
て
定
め
る
国
際
条
約
の
適
用
を
監
督
す
る
任
務

を
有
し
て
い
る
こ
と
」
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
第
三
五
条
に
お
い
て
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

(
U
N
H
C
R
)
の
任
務
の
遂

行
に
際
し
締
約
国
が
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
特
に
「
こ
の
条
約
の
適
用
を
監
督
す
る
責
務
の
遂
行
に
際
し
」
て
、
締
約
国
が

U
N
H

C
R
に
便
宜
を
与
え
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
難
民
議
定
書
第
一
一
条
に
も
再
述
さ
れ
て
い
る
。

U
N
H
C
R
は
難
民
条
約
の
監
督
任
務
の
遂
行
に
あ
た
り
、
多
く
の
規
範
文
書
を
公
刊
し
て
き
て
い
る
。
「
新
し
い
形
態
の
迫
害
、
明
ら

か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
の
検
討
は
、
難
民
条
約
・
議
定
書
上
の
難
民
要
件
の
解
釈
適
用
に
直
接
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
難
民
条
約
・
議
定
書
の
適
用
を
監
督
す
る

U
N
H
C
R
の
関
連
文
書
を
適
切
に
考
慮
し
て
行
う
べ
き
で
あ

る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、

の
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、

認
定
実
務
を
見
る
に
、

一
方
に
お
い
て
、

U
N
H
C
R
の
関
連
文
書
は
難
民
の
要
件
に
つ
い
て
国
際
的
に
権
威
あ
る
解
釈
を
示
す
も

U
N
H
C
R
と
協
力
す
る
法
的
義
務
を
締
約
国
と
し
て
自
発
的
に
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は

(5) 

難
民
条
約
を
誠
実
に
履
行
す
る
上
で
そ
れ
ら
の
文
書
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
各
国
の
難
民

(6) 

U
N
H
C
R
の
関
連
文
書
は
難
民
要
件
の
解
釈
適
用
に
あ
た
り
幅
広
く
参
照
さ
れ
て
き
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

の
難
民
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
九
五
一
年
の
「
難
民
の
地
位
に
関
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ま
た
、
「
新
し
い
形
態
の
迫
害
、
明
ら
か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

U
N
H
C
R

執
行
委
員
会

(
E
X
C
o
m
)
の
「
結
論

(Conclusion)
」
も
同
様
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
四
月
―
―

1
0
日
の
国
連
経
済
社

会
理
事
会
決
議
E
¥
R
E
S
¥
6
7
2

(
X
X
V
)
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

E
X
C
o
m
は
U
N
H
C
R
の
任
務
の
遂
行
に
際
し
て
助
言
を
与
え
る
機

関
で
あ
り
、

U
N
H
C
R
は
そ
の
指
示
に
従
う
よ
う
国
連
総
会
に
要
請
さ
れ
て
い
る

(
U
N
G
A
R
e
s
.
 1
6
7
2
 
(
X
V
I
)
)
。
現
在
九
八
か
国
に

よ
り
構
成
さ
れ
日
本
も
そ
の
一
員
で
あ
る

E
X
C
o
m
の
結
論
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
採
択
さ
れ
る
。
論
者
に
よ
っ
て
は
、

結
論
を
「
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
第
三
一
条
二
項

(
a
)

E
X
C
o
m
の

の
「
条
約
の
関
係
合
意
」
あ
る
い
は
同
条
三
項

(
b
)
の
「
条
約

の
適
用
に
つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
」
と
と
ら
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
信
義
則
ま
た
は
禁
反
言
の
原
則
に
則
っ
た
行
動
が

E
X

c
o
m
構
成
国
に
要
請
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、

U
N
H
C
R
関
連
文
書
と
同
様
に
、
「
結
論
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
誠
実
に
尊
重
し

考
慮
す
る
こ
と
が
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
に
立
つ
。
な
お
、
執
行
委
員
会
の
結
論
も

U
N
H
C
R
の
関
連
文
書
と
同
様
に

各
国
の
実
務
に
お
い
て
広
く
参
照
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
新
し
い
形
態
の
迫
害
、
明
ら
か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
も

締
約
国
で
あ
る
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
（
自
由
権
規
約
）
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
と
い

っ
た
人
権
諸
条
約
、
さ
ら
に
、
国
際
人
道
法
お
よ
び
国
際
刑
事
法
諸
文
書
と
の
整
合
性
•
関
連
性
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ち
な
み
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
第
二
二
条
に
お
い
て
「
難
民
と
し
て
の
地
位
を
求
め
て
い
る
児
童
」
の
保
護
に
つ
い
て
明
記

し
て
お
り
、
付
き
添
い
の
な
い
子
ど
も
の
難
民
申
請
に
つ
い
て
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
が
詳
細
な
一
般
的
意
見
第
六
号
を
作
成
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
も
一
般
的
勧
告
第
三
二
号
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る
き
わ
め
て

(9) 

璽
要
な
解
釈
指
針
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
も
特
記
さ
れ
る
。

難
民
条
約
の
前
文
が
記
す
よ
う
に
、
難
民
に
対
す
る
庇
護
の
付
与
は
特
定
の
国
に
不
当
に
重
い
負
担
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
際
的
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な
広
が
り
お
よ
び
国
際
的
な
性
格
を
有
す
る
難
民
問
題
へ
の
対
応
に
は
国
際
協
力
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
難
民
条
約
・
議
定
書
の

定
め
る
難
民
要
件
の
解
釈
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
負
担
分
担
を
求
め
る
国
際
協
力
の
観
点
か
ら
も
、

国
際
的
な
規
範
的
潮
流
を
適
切
に
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
に
よ
り
、
難
民
条
約
・
議
定
書
の
定
め
る
難
民
は
締
約
国
ご
と
に
異
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
難

民
概
念
は

「あ
ら
ゆ
る
当
事
国
に
よ

っ
て
同

一
の
意
味
」
を
付
与
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
ご
と
に
お
か
れ
た
実
情
の
違
い
が
あ
る

(10) 

に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
真
に
自
律
的
で
国
際
的
な
意
味
」
を
追
求
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

今
般
提
示
さ
れ
た

「新
し
い
形
態
の
迫
害
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

「法
務
省
は
、
ア
フ
リ
カ
の
一
部
地
域
で
身
体
的
な
虐
待
を
受
け

て
い
る
女
性
な
ど
、
現
行
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
難
民
に
つ
い
て
も
、
『
新
形
態
」
と
し
て
保
護
の
対
象
と
す
る
」
と
い
っ
た
報
道

(11
)
 

が
な
さ
れ
る
な
ど
、
あ
た
か
も
「
現
行
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
」
か
の
よ
う
な
心
象
を
拡
散
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
「
ア
フ
リ
カ
の
一
部
地
域
で
身
体
的
な
虐
待
を
受
け
て
い
る
女
性
な
ど
」
の
事
案
は
、
以
下
で
も
述
べ
る

と
お
り
、
難
民
条
約
・

議
定
書
に
依
拠
し
た

「
現
行
の
枠
組
み
」
で
問
題
な
く
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
「
新
し
い
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
よ
う
と
、
難
民
要
件
の
解
釈
と
い
う
点
で
「
現
行
の
枠
組
み
」
を
超
え
出
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
確
認

し
て
お
く
。

そ
の
う
え
で
、
内
外
の
難
民
認
定
手
続
の
実
情
を
見
る
に
、
「
公
的
領
域
で
の
政
治
活
動
を
理
由
に
政
権
か
ら
弾
圧
を
受
け
て
国
外
に
避

難
す
る
健
常
な
成
人
男
性
」
と
い
う
伝
統
的
な
難
民
モ
デ
ル
に
あ
て
は
ま
ら
ぬ
事
案
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
そ
れ
が

「新
し
い
形
態
の
迫
害
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、

「
ア
フ
リ
カ

III

「
新
し
い
形
態
の
迫
害
」
に
つ
い
て
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ー
一
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
有
の
形
態
の
迫
害

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
性
的
指
向

の

一
部
地
域
で
身
体
的
な
虐
待
を
受
け
て
い
る
女
性
」
の
事
案
に
つ
い
て
も
そ
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
よ
う
に
、
迫
害
の
形
態
そ
れ
自

体
に
は
な
ん
ら
新
し
さ
は
な
い

一
方
で
、
迫
害
を
受
け
る
「
理
由
」
に
現
代
的
な
展
開
を
見
て
取
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は

「新
し
い
形
態
の
迫
害
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
は
不
正
確
で
は
あ
る
。

難
民
条
約
・
議
定
書
は
社
会
的
文
脈
の
変
化
に
応
じ
て
発
展
的
か
つ
実
効
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に
、
迫
害

の
解
釈
も
ま
た
社
会
的
文
脈
の
変
化
に
応
じ
て
発
展
的
か
つ
実
効
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
は
当
然
で
あ
る
。
本
提
言
で
は
、
「
新
し
い
形
態

の
迫
害
」
を
、
現
代
の
強
制
移
動
の
現
実
に
即
し
て
顕
現
す
る
難
民
申
請
と
い
う
意
味
で
捉
え
直
し
て
理
解
す
る
こ
と
と
し
、

「迫
害
」
そ

の
も
の
だ
け
で
な
く
「
迫
害
理
由
」
等
、
他
の
要
件
に
も
必
要
に
応
じ
て
射
程
を
広
げ
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
を
前
提
に
、
「
新
し
い
形
態
の
迫
害
」
に
関
連
し
て
現
時
点
で
精
確
な
理
解
を
共
有
す
べ
き
事
案
群
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
性
的
指
向
に
か
か
わ
る
事
案
、
第
二
に
子
ど
も
に
か
か
わ
る
事
案
、
第
三
に
良
心
的

兵
役
拒
否
に
か
か
わ
る
事
案
、
第
四
に
武
力
紛
争
か
ら
の
避
難
に
か
か
わ
る
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
案
の
少
な
か
ら
ぬ
場
合
に
お
い

(12) 

て
、
非
国
家
主
体
に
よ
る
迫
害
の
評
価
と
、
迫
害
理
由
の
解
釈
が
核
心
的
な
課
題
と
な
る
こ
と
は
以
下
に
記
す
と
お
り
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
要
因
と
す
る
危
害
は
あ
ら
ゆ
る
性
を
対
象
に
し
て
生
起
し
得
る
が
、
多
く
は
女
性
の
受
け
る
被
害
を
通
し
て
現
れ
出
て

き
た
実
情
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
ま
ず
対
象
を
女
性
に
限
定
し
て
議
論
を
進
め
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
要
因
と
す
る
危
害
は
、
女
性
が
女
性
と
し
て
迫
害
を
受
け
る
場
合
と
、
女
性
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
迫
害
を
受

け
る
場
合
と
に
分
け
て
整
理
さ
れ
る
。
前
者
は
、
女
性
を
主
た
る
標
的
と
し
て
危
害
が
加
え
ら
れ
る
場
合
で
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
特
有
の
形
態
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2

)
ジ
ェ

ン
ダ
—

に
関
連
し
た

理
由
に
よ
る

迫
害

の
迫
害

(gender,specific
f
o
r
m
s
 of p
e
r
s
e
c
u
t
i
o
n
)

と
表
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
迫
害
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
因
果
関
係
を
有

し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
た
理
由
に
よ
る
迫
害

(
g
e
n
d
e
r
,
r
e
l
a
t
e
d
g
r
o
u
n
d
s
 of p
e
r
s
e
c
u
t
i
o
n
)

と
い
う
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
特
有
の
形
態
の
迫
害
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
た
理
由
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
で
な
い
と
き
も
あ
る
。

(13)
 

U
N
H
C
R
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
迫
害
に
該
当
し
得
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
有
の
危
害
と
し
て
次
の
例
を
あ
げ
て
い
る
ー
レ
イ
プ
、
持
参

金
に
関
連
し
た
暴
力
、
女
性
器
切
除
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
人
身
取
引
。
性
暴
力
、
強
制
堕
胎
、
強
制
不
妊
、
婚
姻
の

強
制
、
服
装
等
に
関
わ
る
規
定
の
違
反
へ
の
制
裁
等
も
同
様
の
扱
い
を
受
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
に
対
す
る
差
別

（
宗
教
の
自
由
の
制
限
、
教
育

・
労
働

・
政
治
参
画
・
社
会
保
障
の
制
約

・
剥
奪
等
）
も
そ
れ
自
体
で
あ
る
い
は
そ
の
集
積
が
迫
害
を
構
成

す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
の
実
務
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
が
家
族
や
親
族
、

的
な
地
位
を
著
し
く
貶
め
る
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
も
ジ

ェ
ン
ダ
ー
特
有
の
迫
害
の
形
態
の
文
脈
で
念
頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

迫
害
が
非
国
家
主
体
に
よ
り
加
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
国
家
が
保
護
を
与
え
る
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
国
家
の
保
護
は
効
果
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
そ
の
基
準
は
国
家
に
よ
る
放
置
・
助
長
の
有
無
と
い
う
国
家
責
任

法
の
文
脈
で
培
わ
れ
て
き
た
「
相
当
の
注
意

(d
u
e
diligence)
」
義
務
に
親
和
的
な
基
準
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

国
家
の
規
制
措
置
に
よ

っ
て
も
な
お
申
請
者
の
恐
怖
に
「
十
分
に
理
由
が
あ
る

(w
e
ll
,
f
o
§
d
e
d
)
」
か
ど
う
か
を
尺
度
に
し
て
保
護
の
実

(14
)
 

態
を
見
極
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
が
出
身
国
の
国
家
機
関
に
保
護
を
求
め
た
の
か
ど
う
か
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
当
該
国

家
に
お
い
て
女
性
が
お
か
れ
た
地
位
や
保
護
を
求
め
出
る
こ
と
の
現
実
性

・
合
理
性
等
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
実
務
で
は
難
民
条
約
・

議
定
書
の
定
め
る
難
民
概
念
中
の

「
＼
を
理
由
に

(for
re
a
s
o
n
s
 of)
」
と
い
う
因
果
関
係

(n
e
x
u
s
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
排
除
さ
れ
た
り
、
社
会
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も
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

(p
r
o
t
e
c
t
e
d
 characteristics 

に
か
か
る
要
件
を
き
わ
め
て
限
定
的
に

「＼
の
み
を
理
由
に

(solely
for r
e
a
s
o
n
s
 o
f
)
」
と
解
釈
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
条
約
の
文
言

上
も
、
あ
る
い
は
人
道
的
な
条
約
の
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
し
て
も
、
「
の
み
」
を
付
加
す
る
解
釈
は
妥
当
と
い
え
ず
、
な
に
よ
り
、
難
民
申

請
者
が
迫
害
を
恐
れ
る
理
由
は
多
く
の
事
案
に
お
い
て
交
差
し
複
合
化
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
「
ー
を
理
由
に
」
と
い
う
要
件
は
、

迫
害
を
も
た
ら
す
唯

一
の
理
由
を
特
定
す
る
も
の
で
も
、
主
た
る
理
由
を
求
め
る
も
の
で
も
な
い
。
迫
害
に
寄
与
す
る
要
因

(c
o
n
t
r
i
b
u
,

(15
)
 

ting factor)
と
言
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
た
理
由
に
よ
る
迫
害
」
を
検
討
す
る
際
に
も
、

こ
の
前
提
を
精
確
に
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
女
性
に
対
す
る
迫
害
が
非
国
家
主
体
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
非
固
家
主
体
が
難
民
条
約
・
議
定
書
の
定
め
る
迫
害

理
由
の
い
ず
れ
か
を
理
由
に
危
害
を
加
え
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
出
身
国
が
右
記
迫
害
理
由
の
い
ず
れ
か
を
理
由
に
効
果
的
な
保
護
を
与

え
る
意
思
も
能
力
も
欠
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
難
民
条
約

・
議
定
書
の
求
め
る
因
果
関
係
は
成
立
す
る
。

難
民
条
約

・
議
定
書
の
規
定
す
る
迫
害
理
由
は
、
そ
の
す
べ
て
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
た
理
由
と
な
り
得
る
が
、
最
も
重
要
な
展
開

を
見
せ
て
き
た
の
は

「特
定
の
社
会
的
集
団
の
構
成
員
」
の
解
釈
の
広
が
り
で
あ
る
。
こ
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

変
の
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
集
団
の
構
成
員
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
「
保
護
さ
れ
る
特
性
ア
プ
ロ
ー
チ

a
p
p
r
o
a
c
h
)
」
と
、
社
会
一
般
か
ら
特
定
の
集
団
を
構
成
し
て
い
る
と
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
「
社
会
的
認
知
ア
プ
ロ

ー
チ

(soCJal
 pe
r
c
e
p
t
i
o
n
 a
p
p
r
o
a
c
h
)
」
が
あ
h
ノ、

U
N
H
C
R
は
こ
れ
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
調
和
さ
せ
た
解
釈
を
提
示
し
、
女
性
を

「生

(16) 

来
の
不
可
変
の
特
性
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
、
明
白
な
社
会
の
部
分
集
合
の
例
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
特
定
の
社
会
的
集
団
は
同

質
で
あ
る
必
要
も
内
的
に

一
貫
し
て
い
る
必
要
も
な
く
、
構
成
員
全
員
が
同
様
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
必
要
も
な
い
。
集
団
の
規
模

こ
う
し
た
認
識
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
各
国
は
、
女
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
別
の
要
素
を
加
味
す
る
形
で
特
定
の
社
会
的
集
団

一
般
に
、
「
共
通
の
不
可
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性
を
細
分
化
す
る
傾
向
も
見
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
も
忠
告
す
る
よ
う
に
、
特
定
の
社
会
的
集
団
の
構
成
員
の
文

脈
に
女
性
の
難
民
申
請
を
括
る
こ
と
は
、
「
他
者
に
依
存
す
る
被
害
者
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
女
性
の
観
念
を
強
化
す
る
場

(17) 

合
が
あ
る
」
。
人
種
、
宗
教
、
国
籍
（
種
族
・
民
族
性
）
、
政
治
的
意
見
も
含
め
、
迫
害
理
由
全
体
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
に
解
釈
す
る
重

日
本
で
も
、
こ
う
し
た
規
範
的
潮
流
を
、
関
連
事
案
に
お
い
て
自
覚
的
に
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

(
3
)
性
的
少
数
者
へ
の
迫
害

異
性
愛
を
標
準
と
す
る
現
代
日
本
社
会
の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
迫
害
は
最
も
理
解
さ
れ
に
く
い
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
両
性
愛
者
に
と
っ
て
、
異
性
と
の
婚
姻
関
係
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
と
同
性
の
者
に
性
愛
を
向
け
る
こ
と
と
が
け
っ

し
て
二
律
背
反
で
は
な
い
と
い
う
甚
本
理
解
を
欠
く
場
合
に
は
、
難
民
認
定
に
お
い
て
致
命
的
な
過
誤
す
ら
お
か
し
か
ね
な
い
。

「当
人

が
出
身
国
で
同
性
愛
関
係
に
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
、
ま
た
は
、
当
人
が
異
性
愛
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
当
人
が
レ
ズ
ビ

(18) 

ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
ま
た
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
。
性
的

自
由
は
基
本
的
人
権
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
二

0
0
七
年
に
採
択
さ
れ
た
「
性
的
指
向
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
自
認
に
関
連
し
た
国
際
人
権

法
の
適
用
に
関
す
る
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
宣
言
」
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
二

0
0
八・

ニ
0
―
二
年
の

U
N
H
C
R
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
等
の
難
民
申
請
に
つ
い
て
問
題
と
な
り
得
る
迫
害

形
態
の
代
表
的
な
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
同
性
愛
行
為
の
犯
罪
化
、
性
的
指
向
の
変
更
の
強
制
、
性
的
少
数
者
に
対

す
る
差
別
。
こ
の
ほ
か
、
公
的
で
は
な
く
と
も
社
会
的
汚
名
が
着
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
強
度
に
よ
り
そ
れ
自
体
で
迫
害
を
構

（注

5
所
掲
）
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

要
性
に
特
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
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が
あ
る
。
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
は
、

1
)
難
民
申
請
者
と
し
て
の
子
ど
も

2
 

成
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

性
的
指
向
に
関
連
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
女
性
に
対
す
る
迫
害
の
場
合
と
同
様
に
、
特
定
の
社
会
的
集
団
の
構
成
員
性
が

最
も
問
題
と
な
る
。
性
的
指
向
は
生
来
的
で
変
更
不
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
保
護
さ
れ
る
特
性
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
援
用
し
得
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
一
方
で
、
性
的
指
向
は
公
然
化
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
「
社
会
的
認
知
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
は
限
界
が

あ
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
自
ら
が
性
的
少
数
者
で
は
な
く
と
も
、
社
会
的
に
性
的
少
数
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
迫
害
が
加
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
社
会
的
認
知
ア
プ
ロ
ー
チ
の
採
用
が
適
当
で
あ
る
。

両
性
愛
者
に
対
し
て
は
、
同
性
愛
者
以
上
に
、
同
性
愛
的
指
向
を
公
然
化
さ
せ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
迫
害
を
回
避
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
性
的
自
由
は
基
本
的
人
権
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
人
権
の
行
使
を
控
え
る
よ

う
求
め
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

を
変
更
し
ま
た
は
隠
す
と
い
う
条
件
に
よ
り
難
民
の
資
格
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
：

・
・
:
L
G
B
T
の
人
た
ち
は
、
他
の
者
と
同

(19) 

様
に
、
表
現
お
よ
び
結
社
の
自
由
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

子
ど
も
の
被
る
迫
害

U
N
H
C
R
が
い
う
よ
う
に
「
迫
害
を
避
け
る
た
め
に
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
、
意
見
も
し
く
は
特
性

難
民
児
童
に
つ
い
て
は
、
難
民
と
し
て
の
保
護
と
子
ど
も
の
特
別
の
ニ
ー
ズ
ヘ
の
配
慮
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
適
切
に
考
慮
す
る
必
要

(20) 

一
般
的
意
見
第
六
号
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
七
四
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

[
難
民
]
条
約
に
お
け
る
難
民
の
定
義
は
、
子
ど
も
の
経
験
す
る
迫
害
の
特
別
の
動
機
、
形
態
お
よ
び
表
れ
を
考
慮
し
て
、
年
齢
と
ジ



85 難民認定の現代的位相 (85) 

必
要
が
あ
る
。

ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
や
り
方
で
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
族
の
迫
害
、
法
定
年
齢
に
満
た
な
い
者
の
徴
用
、
売
買
春
目

的
の
子
ど
も
の
人
身
取
引
お
よ
び
性
的
搾
取
ま
た
は
女
性
性
器
切
除
の
強
要
は
、
子
ど
も
に
特
有
の
迫
害
の
形
態
お
よ
び
表
れ
の
一

部
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が

一
九
五
一
年
難
民
条
約
の
迫
害
理
由
の
い
ず
れ
か
と
関
連
し
て
い
る
場
合
に
は
難
民
資
格
の
付

与
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
国
は
、
国
内
の
難
民
資
格
認
定
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
特
有
の

迫
害
の
形
態
お
よ
び
表
れ
な
ら
び
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
に
最
大
限
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
一
般
的
意
見
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
は
、
さ
ら
に
、
難
民
資
格
を
欠
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
は
「
利
用
可
能

な
形
態
の
補
完
的
保
護
の
利
益
を
享
受
す
る
」
と
説
い
て
も
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
七
七
）
。
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
難
民
と
し
て
の
保
護
を

求
め
る
子
ど
も
の
処
遇
に
つ
い
て
指
導
的
な
指
針
を
提
供
す
る
も
の
で
も
あ
り
、

U
N
H
C
R
も
そ
の
趣
旨
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
て
子

(21) 

ど
も
の
難
民
申
請
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。
迫
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
十
分
に
理
由
の
あ
る
恐
怖
、
迫
害

主
体
、
迫
害
理
由
、
国
内
避
難
・
移
動
の
選
択
可
能
性
、
適
用
除
外
事
由
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
成
人
を
標
準
型
と
し
て
解
釈
適
用

さ
れ
て
き
た
も
の
を
い
か
に
子
ど
も
に
配
慮
し
た
形
で
鋳
直
す
か
に
つ
い
て
重
要
な
指
針
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
難
民
認
定
実
務
に
お
け
る
子
ど
も
の
難
民
申
請
の
取
扱
い
も
、
他
国
と
同
様
に
、
大
人

（親
）

ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
子
ど
も
が
大
人
と
は
別
に
主
た
る
庇
護
申
請
者
た
り
得
る
こ
と
を
認
め
る
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
格
別
の
配
慮
が
払
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
子
ど
も
の
難
民
申
請
者
に

つ
い
て
は
、
条
約
の
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
手
続
き

的
に
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
く
あ
る
と
こ
ろ
、

の
そ
れ
に
従
属
す
る
形
で
処
せ

日
本
の
実
務
に
お
い
て
も
子
ど
も
に
配
慮
し
た
適
切
な
手
続
を
整
え
る
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同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
説
く
よ
う
に
、
子
ど
も
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
危
害
を
迫
害
と
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の

諸
規
定
は
本
質
的
な
重
要
性
を
有
す
る
。
カ
ナ
ダ
連
邦
裁
判
所
が
明
言
す
る
よ
う
に
、
「
難
民
の
地
位
を
請
求
す
る
子
ど
も
が
[
難
民
の
]

定
義
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
決
す
る
に
あ
た
り
、
決
定
者
は
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
諸
権
利
に
つ
い
て
知
っ
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
が
出
身
国
に
戻
っ
た
場
合
に
十
分
に
理
由
の
あ
る
恐
怖
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
決
す
る
こ
と
が
で
き

(22) 

る
の
は
、
こ
れ
ら
諸
権
利
の
不
口
認
な
の
で
あ
る
」
。
こ
う
し
た
認
識
は
、

英
国
、
米
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
の
法
実
務
に
も
同
様
に
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
実
務
に
お
い

て
も
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
参
照
し
て
迫
害
の
有
無
を
決
す
る
判
断
手
法
を
採
用
す
べ

き
で
あ
る
。

な
お
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
選
択
議
定
書
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
七
七
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
第

一
•
第
二
追
加
議
定
書
、

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

軍
隊
へ
の
子
ど
も
の
強
制
的
徴
集
や
敵
対
行
為
へ
の
直
接
参
加
の
強
制
は
違
法

で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
重
大
な
行
為
は
た
だ
ち
に
迫
害
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
第
三
条
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
に
当
た
っ
て、

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
が
主
と
し

て
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
す
る
。
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
は
こ
れ
ま
で
手
続
的
保
障
と

の
関
連
で
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
実
体
的
判
断
に
際
し
て
も
当
然
に
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
難
民
条
約
・
議

定
書
の
適
用
そ
れ
自
体
が
排
除
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
な
お
子
ど
も
の
権
利
条
約
第
三
条
に
よ
る
配
慮
が
法
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
現
に
、
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
は
一
般
的
意
見
第
六
号
で
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
「
本
国
帰
還
は
、

原
則
と
し
て
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
」
、

「出
入
国
管
理
に
関
わ
る

一
般
的
な
主
張
の
よ

う
に
、
権
利
を
基
盤
と
し
な
い
主
張
は
最
善
の
利
益
の
考
慮
に
優
位
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

2
)
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
本
質
的
重
要
性
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こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
そ
れ
自
体
が
子
ど
も
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
国
際
的
保
護
の
直
接
の
根
拠
た
り
得
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
総
じ
て
、
新
し
い
形
態
の
迫
害
の
文
脈
に
お
い
て
子
ど
も
の
保
護
の
あ
り
方
を
見
直
す
際
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

に
か
か
る
議
論
の
蓄
積
に
つ
い
て
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

良
心
的
兵
役
拒
否
者
に
つ
い
て
、
一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た

U
N
H
C
R
『
難
民
認
定
基
準
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
難
民
の
要
件
を

充
足
し
得
る
可
能
性
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
当
時
の
法
の
発
展
段
階
を
踏
ま
え
、
「
締
約
国
が
真
に
良
心
上
の
理
由
か
ら
兵
役
に
就
く
こ
と
を

拒
否
す
る
者
に
対
し
て
難
民
の
地
位
を
付
与
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う

(it
w
o
u
ld b
e
 o
p
e
n
 to C
o
n
t
r
a
c
t
i
n
g
 S
t
a
t
e
s
)
」
と

い
う
、
や
や
あ
い
ま
い
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

（パ

ラ
グ
ラ
フ
一
七
三
）。

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

(23
)
 

い
て

U
N
H
C
R
は
、
良
心
的
兵
役
拒
否
そ
れ
自
体
が
難
民
の
地
位
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
は

っ
き
り
と
認
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

U
N
H
C
R
の
認
識
の
変
容
を
促
し
て
い
る
の
は
、
国
際
人
権
機
関
に
お
け
る
規
範
の
深
化
で
あ
る
。
良
心
的
兵
役
拒
否
が
国
際
人
権

法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
、
国
連
人
権
理
事
会
、
同
理
事
会
恣
意
的
拘
禁
作
業
部
会
、
宗
教
的
自
由
に
関
す
る
同
理
事
会
特

別
報
告
者
、
自
由
権
規
約
委
員
会
、
欧
州
人
権
裁
判
所
を
始
め
と
す
る
国
際
人
権
諸
機
関
共
通
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
良
心
的
兵
役
拒
否
権
の
根
拠
を
従
来
は
同
規
約
第
一
八
条
三
項
の
「
宗
教
又
は
信
念
を
表

明
す
る
自
由
」
に
求
め
て
お
り
、
代
替
役
務
の
な
い
強
制
兵
役
は
、
同
条
項
の
定
め
る
人
権
制
約
事
由
を
充
足
せ
ず
、
規
約
違
反
に
あ
た

る
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
0
1
―
年
に
な
る
と
そ
の
根
拠
を
第
一
八
条
一
項
に
移
し
、
良
心
的
兵
役
拒
否
が
思
想
、
良
心

及
び
宗
教
的
自
由
に
つ
い
て
の
絶
対
的
な
権
利
の
侵
害
に
あ
た
る
と
の
解
釈
を
示
す
に
及
ん
だ
。
こ
の
権
利
は
強
制
に
よ

っ
て
損
な
わ
れ

(1
)
良
心
的
兵
役
拒
否
の
権
利

3

良
心
的
兵
役
拒
否



(88) 神奈川法学第 49巻第 1・ 2 ・ 3合併号 2017年 88 

(
2
)
部
分
的
／
選
択
的
拒
否
者
の
取
扱
い

お
そ
れ
は
減
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

人
権
の
尊
重
と
両
立
し
た
、

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
国
家
が
課
す
こ
と
の
あ
る
代
替
役
務
は
、
文
民
的
役
務
に
限
ら
れ
、
懲
罰
的
で
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、

(24
)
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
真
の
役
務
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
国
際
人
権
法
の
規
範
的
展
開
に
照
ら
し
、
良
心
的
兵
役
拒
否
者
に
つ
い
て
代
替
役
務
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
な
く
訴
追
・
処
罰

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
迫
害
と
認
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
思
想
、
信
念
、
良
心
の
変
更
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
迫
害
に
あ

た
る
。
も

っ
と
も
、
代
替
役
務
が
用
意
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
免
除
料
の
支
払
い
に
よ

っ
て
軍
事
役
務
を
回
避
で
き
る
場
合
に
は
迫
害
の

他
方
で
、

『難
民
認
定
基
準
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
は
「
部
分
的
」
あ
る
い
は
「
選
択
的
」
な
良
心
的
兵
役
拒
否
と
い
う
べ
き
事
態
に
言
及
し

て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
七
一
）
。
現
今
の
国
際
情
勢
に
あ
っ
て
現
実
性
が
増
し
て
い
る
こ
の
事
態
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

一

つ
は
特
定
の
武
力
行
使
が
国
際
的
に
非
難
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
当
該
武
力
行
使
へ
の
参
加
を
拒
否
す
る
場
合
で
あ
り
、
も

ぅ
―
つ
は
武
力
紛
争
中
に
展
開
さ
れ
る
違
法
な
作
戦
行
動
へ
の
参
加
を
拒
否
す
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
は
j
u
s
a
d
 b
e
l
l
u
m

に
関
わ
り
、

後
者
は
、

j
u
s
in bello
に
関
わ
る
。
志
願
し
て
兵
役
に
就
い
た
者
で
あ
れ
義
務
的
に
兵
役
に
就
い
た
者
で
あ
れ
、
同
様
に
生
じ
得
る
事
態

で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
国
連
安
保
理
等
に
よ
る
認
定
が
な
い
場
合
に
い
ず
れ
の
武
力
行
使
が
国
際
的
に
非
難
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
判

ず
る
こ
と
は
実
際
に
は
容
易
で
な
い
も
の
の
、
国
際
法
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
な
い
軍
事
行
動
へ
の
従
事
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
訴

追
・
処
罰
さ
れ
る
者
を
難
民
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
武
力
行
使
が
国
際
的
に
非
難
さ
れ
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
問
題
に
な
り
得
る
。
難
民
条
約
第

一
条



89 難民認定の現代的位相 (89) 

シ
リ
ア
難
民
の
よ
う
な
武
力
紛
争
を
逃
れ
出
る
者
を
難
民
条
約
上
の
難
民
と
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い
う
見
解
が
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
媒
体
を
通
じ
て
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
難
民
条
約
・
議
定
書
が
求
め
て
い
る
の
は
迫
害
の
標
的
と
し
て
「
個
別
に
選
別
さ
れ
る

out)
」
こ
と
で
あ
り
、
武
力
紛
争
に
伴
う
一
般
的
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
難
民
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う

「特
異
な
危

険

(differential
risk)
」
の
存
在
を
要
求
す
る
議
論
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
『
難
民
認
定
基
準
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
も
こ
う
し
た
認
識

に
親
和
的
な
記
載
が
あ
っ
た
が
、

U
N
H
C
R
は
現
在
で
は
「
特
異
な
危
険
」
論
は
採
っ
て
お
ら
ず
、
「
共
同
体
の
全
構
成
員
が
等
し
く
影

響
を
受
け
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
か
特
定
の
個
人
に
よ
る
申
請
の
正
統
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と
い
う
、

(25) 

フ
ロ
ー
チ
を
明
瞭
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

n
o
n
,
c
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
な
ア

「特
異
な
危
険
」
あ
る
い
は

孟個
別
の
選
別
」
は
迫
害
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、

「十
分
に
理
由
の
あ
る
」
と
い
う
要
件
あ
る
い
は
迫
害

1
)
難
民
条
約
に
お
け
る
「
戦
争
難
民
」
の
位
置
づ
け

4

武
力
紛
争
か
ら
の
避
難

で
あ
る
。

て
き
た
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
処
遇
が
相
当
で
あ
る
。

(
a
)
 

(singled 

の
規
定
す
る
適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る
行
為
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
な
ど
、
国
際
人
道
・
刑
事
・
人
権
法
の
重
大
な

侵
害
、
と
り
わ
け
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
の
共
通
第
三
条
や
一
九
七
七
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
第
二
追
加
議
定
書
第
四
条
等

の
規
定
内
容
を
蹂
躙
す
る
よ
う
な
行
為
へ
の
現
実
の
参
加
を
強
い
ら
れ
る
者
に
は
良
心
的
拒
否
者
と
し
て
の
保
護
が
検
討
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
重
大
な
違
法
行
為
が
系
統
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
軍
事
行
動
に
参
画
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
避
難
し

こ
の
ほ
か
、
非
国
家
武
装
集
団
に
よ
る
強
制
徴
集
も
、
国
家
に
よ
る
効
果
的
な
保
護
を
欠
く
場
合
に
は
迫
害
に
該
当
す
る
と
解
す
べ
き

F
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2
)
迫
害
の
指
標

理
由
に
関
わ
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
難
民
法
の
学
説
は
も
と
よ
り
、

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ン
ド
、
米
国
な
ど
の
法
実
務
に
お
い
て
も

「特
異
な
危
険
」
・
「
個
別
の
選
別
」
論
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
難
民

認
定
機
関
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
、
「
申
請
者
は
、
迫
害
を
受
け
る
『
通
常
の
』
現
実
の
可
能
性
の
み
」
を
示
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
「
迫

(26
)
 

害
の
た
め
に
個
別
に
選
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
危
険
」
を
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
難
民
条
約
の
文
言
上
も
、

武
力
紛
争
を
逃
れ
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
難
民
性
を
否
定
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
武
力
紛
争
（
国
際
的
・
非

国
際
的
）
か
ら
の
避
難
で
あ
っ
て
も
、
危
害
を
加
え
る
主
体
、
被
害
者
の
資
格
、
危
害
の
具
体
的
内
容
、
危
害
が
非
国
家
主
体
で
あ
る
場

(27
)
 

合
に
は
国
家
の
保
護
の
実
態
、
と
い
っ
た
諸
要
素
の
精
査
を
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

武
力
紛
争
下
に
お
け
る
迫
害
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
国
際
人
道
・
刑
事
・
人
権
法
の
重
大
な
違
反
が
そ
の
指
標
に
な
り
う
る
。
少
な
く

と
も
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
八
条

一
項
に
定
め
る
戦
争
犯
罪
に
該
当
す
る
行
為
は
迫
害
の
烈
度
に
達
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
国
際
的
な
実
態
に
鑑
み
る
に
、
特
に
次
の
行
為
に
つ
い
て
は
迫
害
に
あ
た
る
と
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
敵
対
行
為
に
直
接
に
参

加
し
な
い
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
攻
撃
（
生
命
の
恣
意
的
な
剥
奪
）
、
拷
問
、
自
由
の
恣
意
的
な
剥
奪
、
レ
イ
プ
そ
の
他
の
性
暴
力
、
強

制
失
踪
、
子
ど
も
の
強
制
的
徴
集
・
敵
対
行
為
へ
の
直
接
参
加
の
強
制
、
戦
闘
の
方
法
と
し
て
の
飢
餓
、
文
民
た
る
住
民
の
強
制
的
な
移

動
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
量
破
壊
兵
器
ま
た
は
生
物
・
化
学
兵
器
の
使
用
も
迫
害
と
の
関
連
で
考
慮
す
べ
き
重
要
な
要
素
と
な
り
得
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、

い
ず
れ
も
、
軍
事
的
必
要
、
区
別
の
原
則
、
比
例
性
（
均
衡
性
）
の
原
則
と
い
っ
た
国
際
人
道
法
の
諸
原
則
に
よ

っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
種
や
国
籍
と
い
っ
た
難
民
条
約
・
議
定
書
の
定
め
る
迫
害
理
由
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
の
検
討
を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、
武
力
紛
争
下
に
お
け
る
危
害
が
非
国
家
主
体
（
武
装
集
団
）
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
る
場
合

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
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に
は
、
国
家
の
保
護
の
実
態
を
精
査
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
先
述
の
と
お
り
、
そ
の
基
準
は
国
家
に
よ
る
放
置
・
助
長
の
有
無
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
申
請
者
の
恐
怖
に
「
十
分
に
理
由
が
あ
る
」
か
ど
う
か
を
基
準
に
し
て
見
極
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
非
国
家
主
体
に

よ
る
危
害
を
迫
害
と
認
定
す
る
に
は
、
代
替
的
な
国
内
避
難
／
保
護
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
非
国
家
主
体
（
武
装
集
団
、
国
際
機
構
な
ど
）
に
よ
る
保
護
は
国
家
の
保
護
に
代
替
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
迫
害
と
の
関
連

で
問
わ
れ
る
保
護
の
有
無
は
、
あ
く
ま
で
国
家
（
出
身
国
）
と
の
関
係
で
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
明
ら
か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」

に
つ
い
て

「
明
ら
か
に
難
民
認
定
又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
を
一
義
的
に
定
め
る
の
は
容
易
で
な
い
が
、
普
遍
的
に
妥
当
し
て
い
る

言
葉
を
用
い
て
こ
れ
を
表
現
し
直
す
と
す
れ
ば
、

「明
ら
か
に
理
由
の
あ
る
（
m
目
ifest
ly
w
e
ll,fo
u
n
d
e
d
)
」
ま
た
は

「明
ら
か
に
理
由
の

(m
g
i
f
e
s
t
l
y
 u
n
f
o
u
n
d
e
d
)
」
事
案
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
申
請
数
の
増
加
に
よ
る
過
度
の
負
荷
を
緩
和

す
る
た
め
事
案
内
容
に
応
じ
て
手
続
き
の
簡
略
化
・
迅
速
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
「
明
ら
か
に
難
民
認
定

又
は
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
も
ま
た
同
様
の
問
題
意
識
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
行

制
度
に
つ
い
て
「
難
民
認
定
制
度
の
濫
用
・
誤
用
事
例
の
急
増
」
に
よ
り
「
審
査
期
間
が
長
期
化
し
、
真
に
庇
護
を
必
要
と
す
る
難
民
を

迅
速
に
庇
護
す
る
こ
と
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
入
国
管
理
局
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
る
。

難
民
該
当
性
が

一
見
し
て
希
薄
に
見
え
る
事
案
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
難
民
認
定
制
度
全
般
に
重
い
負
荷
が
か
か
る
事
態
は
、
日

本
に
特
殊
の
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
一
九
八

0
年
代
に
は
各
国
で
公
然
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
本
格
的
な
懸
念
の
表
れ
と
い
う
べ

な
い

E
X
C
o
m
の
結
論

IV 
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き
も
の
が
、

E

X

C

o

m

の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
全
体
小
委
員
会

(
S
ub
-
C
o
m
m
i
t
t
e
e
of t
h
e
 
W
h
o
l
e
 o
n
 t
h
e
 International 

(28)
 

P
r
o
t
e
c
ti
o
n
)

に
よ
る

一
九
八
三
年
の
報
告
書
で
あ
っ
た
。
同
文
書
に
記
載
さ
れ
た
問
題
意
識
は
、
日
本
の
入
国
管
理
当
局
が
今
日
表
明

し
て
い
る
そ
れ
と
瓜
二
つ
と
い
え
る
ほ
ど
に
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。

小
委
員
会
の
右
記
報
告
に
基
づ
き
、

E
X
C
o
m
は
、
同
年
に
結
論
第
三
0
号
を
採
択
し
、
「
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
か
ま
た
は
濫
用
さ

れ
た
難
民
の
地
位
も
し
く
は
庇
護
の
申
請
の
問
題
」
に
関
わ
る
指
針
を
表
明
す
る
に
及
ん
だ
。
同
結
論
は
、
前
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

(
C
)

関
連
す
る
基
準
に
基
づ
い
て
難
民
と
認
め
ら
れ
る
根
拠
を
明
ら
か
に
有
し
な
い
者
に
よ
る
難
民
の
地
位
の
申
請
が
‘
[
難
民
条

約
・
議
定
書
]

の
多
く
の
締
約
国
に
お
い
て
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
こ
の
よ
う
な
申
請
は
、
関
係
国
に
と

っ
て
重
荷
で
あ
り
、
か
つ
、
難
民
と
し
て
の
認
定
を
求
め
る
に
十
分
な
理
由
を
有
す
る
申
請
者
の
利
益
を
損
な
っ
て
い
る
。

(d
)
難
民
の
地
位
を
認
定
す
る
た
め
の
国
内
手
続
き
は
、
通
例
、
当
該
手
続
き
の
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
十
分
な
審
査
を
行
う

に
値
し
な
い
ほ
ど
明
白
に
理
由
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
申
請
を
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
の
特
別
の
規
定
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

料
し
た
。
こ
の
よ
う
な
申
請
は
、
『
明
白
な
濫
用

(clearly
a
b
u
s
i
v
e
)
』
ま
た
は

f
o
u
n
d
e
d
)
』
と
表
現
さ
れ
て
き
て
お
り
、
明
白
に
詐
欺
的

(clearly
f
r
a
u
d
u
l
e
n
t
)

か
、
ま
た
は
‘
[
難
民
条
約
]
に
定
め
ら
れ
た
難

民
の
地
位
を
付
与
す
る
た
め
の
基
準
に
も
、
庇
護
の
付
与
を
正
当
化
す
る
そ
の
他
い
ず
れ
の
基
準
に
も
関
わ
り
が
な
い

e
d
 to t
h
e
 criteria for t
h
e
 g
r
a
n
t
i
n
g
 of t
h
e
 r
e
f
u
g
e
e
 status laid d
o
w
n
 in t
h
e
 1
9
5
1
 U
n
i
t
e
d
 N
a
t
1
0
n
s
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 r
e
la
t
i
n
g
 to 

t
h
e
 S
t
a
tu
s
 of R
e
f
u
g
e
e
s
 n
o
r
 to a
n
y
 o
t
h
e
r
 criteria justifying t
h
e
 g
r
a
n
t
i
n
g
 of asylum),.,;:,
の
レ
J

{

疋
芸
式
ナ
フ
る
こ
と
が
で
き
る
。

執
行
委
員
会
は
、

な
問
題
意
識
を
記
し
て
い
る
。

『
明
ら
か
に
理
由
が
な
い

(n
o
t
 relat, 

(m
a
n
i
festly 
u
n
,
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で
あ
る
の
か
を
問
う
べ
き
と
考
え
る
。

一
九
九
五
年
に
自
ら
の
立
場
を
詳
論
す
る

こ
の
結
論
に
よ
れ
ば
、

「明
白
な
濫
用
」
あ
る
い
は

「明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
申
請
と
は
、

「明
白
に
詐
欺
的

(clearly
fra
u
d
ulent)
」

か
、
ま
た
は
、

「難
民
条
約
に
定
め
ら
れ
た
難
民
の
地
位
を
付
与
す
る
た
め
の
基
準
に
も
、
庇
護
の
付
与
を
正
当
化
す
る
そ
の
他
い
ず
れ
の

基
準
に
も
関
わ
り
が
な
い
」

申
請
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
明
ら
か
に
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
を
見
極
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
際
に
も
、
申
請
が
「
明
白
に
詐
欺
的

(clearly
fra
u
d
u
lent
)
」
か
、
ま
た
は
、

「難
民
条
約
に
定
め

ら
れ
た
難
民
の
地
位
を
付
与
す
る
た
め
の
基
準
に
も
、
庇
護
の
付
与
を
正
当
化
す
る
そ
の
他
い
ず
れ
の
基
準
に
も
関
わ
り
が
な
い
も
の
」

U
N
H
C
R
の
見
解

U
N
H
C
R
は
、
欧
州
諸
国
に
お
け
る
難
民
認
定
手
続
き
迅
速
化
へ
の
動
向
を
懸
念
し
て
、

(29) 

文
書
を
公
刊
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ま
ず
第
一
に
「
明
白
に
詐
欺
的
な
申
請
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「当
事
務
所
は
、

『
明
白
に
詐
欺
的
』
と
い
う
観
念
が
、
難
民
の
地
位
を
決
定
す
る
当
局
を
申
請
者
が
意
図
的
に
欺
こ
う
と
す
る
場
合
を
合
理
的
に
含
み
得
る

と
言
明
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
局
に
対
し
て
偽
り
の
陳
述
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
理
由
の
あ
る

恐
怖
を
排
し
、
庇
護
を
不
要
と
し
、
も
っ
て
当
該
申
請
を
『
明
白
に
詐
欺
的
』
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
ら
の
地
位
の
決
定
に
関
わ

る
主
要
な
ま
た
は
実
質
的
な
性
格
を
も
つ
偽
り
の
主
張
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
を
申
請
者
が
行
っ
た
場
合
に
の
み
、
当
該
申
請
を
『
明
白

に
詐
欺
的
』
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。」

同
文
書
で
は
、

偽
造
文
書
の
使
用
だ
け
で
は
申
請
の
濫
用
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
国
外
退
去
を
回
避
す
る
た
め
の
申
請
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
従
前
に
そ
の
機
会
が
十
分
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
庇
護
の
申
請
が
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
こ



(94) 神奈川法学第 49巻第 1・ 2 ・ 3合併号 2017年 94 

3
 

い
る
。

と
に
つ
い
て
合
理
的
な
釈
明
が
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
「
明
白
に
詐
欺
的
」
と
の
判
断
を
導
き
得
る
こ
と
に
つ
い
て
も
注
意
を
喚
起
し
て

第
二
に、

「難
民
の
地
位
の
付
与
に
関
わ
ら
な
い
申
請
」
に
つ
い
て
同
文
書
は
、
難
民
条
約
上
の
難
民
に
該
当
せ
ず
と
も
、
他
の
理
由
に

よ
り
保
護
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
請
を

「明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
も
の
と
し
て
退
け
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、

さ
ら

に
、
供
述
の
信
び
ょ
う
性
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
通
常
の
手
続
き
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
、
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
の
安
全
保
障
に
対
す
る
脅
威
や
国
内
避
難
・
保
護
の
可
能
性
を
安
易
に
「
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
と
の
判
断
に
結
び

つ
け
る
べ
き
で
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

U
N
H
C
R
や
E
X
C
o
m
の
見
解
は
、
「
明
ら
か
に
難
民
不
認
定
と
す
べ
き

判
断
」
の
検
討
の
際
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
明
白
な
濫
用
」
も
し
く
は
「
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
申
請
に

か
か
る

U
N
H
C
R
等
の
文
書
に
は
、
実
体
面
の
検
討
と
な
ら
ん
で
、
手
続
的
適
正
さ
の
確
保
に
向
け
た
配
慮
も
多
々
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
は
当
然
で
あ
る
。

(30)
 

な
お
、
国
際
的
保
護
に
関
す
る

E
uの
共
通
手
続
に
関
す
る
指
令
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
、

o
m
結
論
に
依
拠
し
て
、

「
明
白
な
濫
用
」
(11
明
白
に
詐
欺
的
で
あ
る
こ
と
）
か
「
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
(11
庇
護
を
付
与
す
る
基
準

(31) 

と
な
ん
ら
関
わ
り
が
な
い
）
と
い
う
基
準
の
重
要
性
を
確
認
し
て
い
る
。

判
断
の
基
準

U
N
H
C
R
は
右
記
E
X
C

「明
白
な
濫
用
」
で
あ
れ

「
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
も
の
で
あ
れ
、
申
請
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
含
む
事
案
全
体
の
審
査
が
必
要
な
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
在
の
難
民
認
定
事
務
取
扱
要
領
に
は
、
「
難
民
条
約
上
の
迫
害
事
由
に
明
ら
か
に
該
当
し
な
い
事
情
を
主
張

し
て
い
る
案
件
」
と
し
て
、

「
（
ア
）
借
金
問
題
や
遺
産
相
続
等
主
に
財
産
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
主
張
す
る
も
の
、
（
イ
）
帰
国
後
の
生
活
苦
や
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本
邦
で
の
稼
働
継
続
希
望
等
の
個
人
的
事
情
を
主
張
す
る
も
の
、
（
ウ
）
地
域
住
民
等
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
事
件
等
に
起
因

す
る
危
害
の
お
そ
れ
を
主
張
す
る
も
の
」
と
の
記
載
が
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
事
案
の
外
形
的
類
型

（迫
害
主
体
や
迫
害
要
因
の
外

観
）
に
判
断
要
素
を
定
め
て

「明
ら
か
に
難
民
不
認
定
と
す
べ
き
」
も
の
を
機
械
的
に
振
り
分
け
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
事

案
全
体
の
内
実
に
鑑
み
て
、
そ
れ
が
「
明
白
に
詐
欺
的
」
か
、
あ
る
い
は
「
庇
護
の
基
準
と
ま

っ
た
く
か
か
わ
り
が
な
い
か
」
を
判
断
す

ま
た
、
虚
佑
の
供
述
、
偽
造
文
書
の
使
用
、
退
去
強
制
命
令
後
の
難
民
申
請
、
申
請
の
遅
れ
、
難
民
条
約
上
の
難
民
要
件
に
該
当
し
な

い
内
容
の
申
請
、
国
際
犯
罪
の
実
行
等
を
「
明
白
な
濫
用
」
・
「
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
と
の
関
連
で
ど
う
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に

U
N
H
C
R
等
が
必
要
な
指
針
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

他
方
で
、

「明
ら
か
に
難
民
認
定
と
す
べ
き
要
素
」
と
は
、
前
出
難
民
認
定
事
務
取
扱
要
領
に
よ
れ
ば

「難
民
条
約
上
の
難
民
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
案
件
」
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
、
先
述
の
と
お
り
国
際
的
に
も
「
明
ら
か
に
理
由
が
あ
る
」
と
い
う
類
型
化
が
な
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。「
明
ら
か
に
理
由
が
あ
る
l

と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
い
う
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
要
素
が
抽
出
さ
れ
て

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
「
明
白
な
濫
用
」

・
「明
ら
か
に
理
由
が
な
い
」
と
い
う
基
準
を
反
転
さ
せ
て
み
る
に
、

一
難
民
性
の
核

心
に
か
か
る
供
述
が
明
ら
か
に
信
用
で
き

（出
身
国
情
報
と
も
符
合
す
る
。）
」
、
か
つ
、
「
事
案
が
明
ら
か
に
難
民
条
約
の
基
準
に
即
し
て

い
る
」
場
合
に
は
、
こ
れ
を
「
明
ら
か
に
理
由
が
あ
る
」
も
の
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
は
相
応
の
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
適
正
な
手
続
的
保
障
（
適
切
な
条
件
下
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
機
会
の
保
障
お
よ
び
不
服
申
立
機
会
の
保
障
を
含

む
。）

の
確
保
は
必
須
で
あ
り
、
ま
た
、
誤
っ
て
不
認
定
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
不
利
益
の
大
き
さ
に
鑑
み
て
、
「
明
ら
か
に
難
民

(32)
 

不
認
定
と
す
べ
き
判
断
要
素
」
の
画
定
は
格
別
の
慎
重
さ
を
も
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

る
の
が
適
切
で
あ
る
。
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